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一周年記念のつどい 
みんなで盛り上げ、大きな輪を！ 
 世界の人々の願いとは逆に、日本では

国民を戦争に参加させるべく憲法九条

を変える動きが活発化！でも、それに対

抗する活動がまたたく間に全国に広が

っています。一昨年の６月１０日、井上

ひさし、大江健三郎、三木睦子さんら九

氏が発足させた「九条の会」。同アピー

ルに賛同する「会」は今年６月１０日現

在、全国で５、１７４、静岡県では１０５に

のぼるとのこと。その中の一つである私

たち富士・九条の会は昨年７月２９日に

発足し、市民へ向け署名を集め、学習会

や講演会などを行なってきました。結成

一周年のつどいを盛り上げて「九条を守ろ

う。戦争のない平和な世の中を。」と願う

ひとの輪を大きく広げていきましょう。 
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富
士
・
九
条
の
会
は
五
月
三
十
一
日

夜
、
ラ･

ホ
ー
ル
５
Ｆ
研
修
室
で
弁
護
士

で
静
岡
県
弁
護
士
会
前
副
会
長
の
諏

訪
部
史
人
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
憲
法

講
演
会
「憲
法
改
正
？
こ
こ
が
ヘン
だ
よ
！

国
民
投
票
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案
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催
。
約
八
十
名
が

来
場
し
ま
し
た
。 

 

諏
訪
部
さ

ん
は
、
国
民
投

票
法
案
が
流

動
的
な
為
、
今

日
話
す
の
は
現

時
点
の
状
況
で

の
こ
と
と
断
っ

た
上
で
本
題
に

入
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
世

界
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軍
事
戦

略
と
し
て
の
在 

日
米
軍
再
編
を
目
的
に
改
憲
論
が

起
こ
り
、
そ
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
る

憲
法
九
条
を
変
え
よ
う
と
国
民
投

票
法
案
が
出
て
き
た
と
説
明
し
、

法
案
の
問
題
点
を
逐
次
指
摘
し
ま

し
た
。
ま
た
、
静
岡
県
弁
護
士
会

の
声
明
や
日
弁
連
の
動
き
な
ど
を

紹
介
。
弁
護
士
九
条
の
会
は
、
た

と
え
三
人
の
学
習
会
で
も
出
張
す

る
の
で
ど
ん
ど
ん
声
を
か
け
て
欲

し
い
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
質
問

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
自
衛
隊
に
つ
い

て
な
ど
意
見
の
異
な
る
人
と
も
九

条
を
守
る
と
い
う
一
点
で
幅
広
い

連
携
を
と
訴
え
ま
し
た
。（
※
裏
面

の
講
演
要
約
と
岳
南
朝
日
新
聞
記

事
も
ご
覧
下
さ
い
。
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演
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カ
ン
パ
…
三
万

四
千
七
百
円
、
缶
バ
ッ
ジ
…
十
五
個
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７月２２日（土）午後６時半～ 
ラ･ホール５F研修室 

◇呼びかけ人代表リレートーク 
◇ハンドベル・リンガーズ演奏 
◇九条の会アピール・ 

憲法前文朗読 
◇わたしの戦争体験 
◇『わたしと九条』交流会 
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六
月
十
日
、
「
九
条
の
会
」
全
国
交
流
集
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
会
場
は
千
五
百
人
余
の
参
加
者
で
満
席
と
な
り
、
熱
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
全
体
会
で
は
「
呼
び
か
け
人
」
の
三
木

睦
子
氏
は
じ
め
六
氏
が
あ
い
さ
つ
。
心
に
浸
み
る
話
、
歴
史
的

な
話
、
勇
気
を
受
け
る
話
を
聞
き
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
「
市

民
の
気
持
ち
の
結
び
合
い
の
中
か
ら
、
憲
法
九
条
を
護
る
知
恵

が
生
ま
れ
て
く
る
に
違
い
な
い
。
決
し
て
焦
ら
ず
、
一
歩
一
歩

行
動
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
言
葉
が
心
に
残
り
ま
し
た
。 

 

分
散
会
で
は
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
各
地
域
「
九
条

の
会
」
代
表
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
や
映

画
会
で
訴
え
て
い
る
会
、
署
名
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
会
、

や
っ
と
発
足
準
備
に
こ
ぎ
つ
け
た
苦
労
話
、
井
戸
端
会
議
式

を
工
夫
し
て
い
る
婦
人
の
会
、
教
授
と
学
生
が
同
等
に
行
動

し
て
い
る
大
学
の
会
、
不
殺
生
を
禁
じ
る
仏
教
の
教
え
を
護

憲
に
と
言
う
念
仏
者
の
会
。
な
か
で
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

合
併
し
た
新
市
で
、
旧
町
村
長
・
助
役
・
村
の
長
老
な
ど
保

守
層
の
人
た
ち
も
賛
同
者
に
迎
え
た
報
告
等
々
、
熱
気
と
自

信
に
満
ち
た
報
告
ば
か
り
。
深
く
教
え
ら
れ
た
集
会
で
し
た
。

〔報
告 

勝
田
さ
ん
〕

各会のイベント予定など 
年金九条の会（鷹岡・富士宮合同） 

７/２５ 憲法学習会…鷹岡公民館で午後１時より 

憲法九条をまもる富士宮・芝川の会 

７/9 九の日行動 

８/２３ 富士宮市長との懇談会 

９条を守るあおいの会 
７/２ 「自衛隊が自衛軍になるとどうなる？―護憲
派のための軍事講座―」／山田朗明治大学教授
…静岡県社会福祉会館６階ホールで午後２時より 

鷹岡９条の会準備会 
８/５ 学習会…市民プラザで午後１時より（予定） 

しずおか憲法９条の会 
７/２２ 第４回活動交流会「全国交流集会の
報告、今後の方向について討議」…静岡県
労政会館で午後１～５時 
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地人会・木村光一 朗読構成劇 
2006 年「この子たちの夏」 
７月３１日・８月１日午後７時～ 

ロゼシアター中ホール 

３，０００円 
出演：大原ますみ、神保共
子、日色ともゑ、松下砂稚
子、柳川慶子、山田昌 

６月３０日現在 
呼びかけ人 ３００名 
賛同者 計 ７１０名 



 

 
― ２００６年５月３１日 憲法講演会「憲法改正？ここがヘンだよ！国民投票法案」 要約 ― 

憲法講演会「憲法改正？ここがヘンだよ！国民投票法案」 

講師：諏訪部史人さん （弁護士、静岡県弁護士会前副会長、静岡弁護士九条の会） 

静岡県の弁護士九条の会は１００人以上が集っています。わたしたちは支持政党も違い、思想信条も様々ですが、憲法

九条の改正には反対する一点で一致している会です。ですから自衛隊は軍隊であるから違憲だという人、あるいは国の自

衛権はあるから合憲だ…など、考え方や立場は異なっています。それでも、日本の自衛隊が海外で戦争をできる国にしな

い、その為にも憲法九条を改正しないの一点で法律の専門家として弁護士九条の会は勉強会を行なっています。 
 

５／３０夕刊の静岡新聞（資料より）に在日米軍再編計画について再編に際しての日本の負担が３兆円になる…と報道さ

れました。日本の年間防衛予算が５兆円、中期防衛計画予算（’０５～０９年）は約１２兆円です。しかもラムズフェルド国防

長官は「日本の負担は３兆円ではおさまらない」との発言もしています。 

日本の防衛費を削減しても日米安全保障のためにはこの計画を推進すべきだという与党と、防衛関係者との間に不協

和音が出ています。米軍の中心部隊である米陸軍第一軍団司令部を日本のキャンプ座間（神奈川県）に持ってくる計画。

アメリカ軍の指揮下に日本が組み込まれ、そしてアメリカ軍の機動力を極東からインド中東に移し、その計画・戦略の費用

を日本の負担でまかなわせ、尚かつアメリカと共同して戦争をしかけようとする計画なわけです。 

ここで大切なのは、いままで日本は他国から攻められたら自衛のために戦う…という「専守防衛」の立場を守ってきたこと

です。それは今日の憲法九条が生かされているからです。 

「朝まで生テレビ」（註：テレビ朝日系の TV番組）で、＜日本はアメリカの属国か？＞というテーマについて「―日本は今
までアメリカの軍事力にただ乗りしてきたのだから、お金を出すか血を流すか…のどちらかの選択だ」と発言した人がいまし

た。いまや「日本を守るために自衛隊が必要である」とは誰も云っていない…。アメリカの産業活動を優先させ、自分たちが

「この国は民主主義国家でない」と見なせば、武力でその国を壊すわけです。その共同体に日本の自衛隊が組み込まれよ

うとしています。 

そこで、なぜ憲法改正国民投票法案が問題となるのか…米軍再編の計画を実行するためにも憲法改正をして九条を改

正する必要があるからです。こうした情勢の中では憲法改正の国民投票の必要はまったくありません。 

でも、憲法上の規定では改定できると明文されています。その方法、すすめ方が規定されていないので、２００６年５月に

与党の改定案さらに民主党案が私たちに示されているところです。（資料を説明しながら）与党の代案として民主党案が国

民の声や合意を踏まえざるを得ない今日の情勢は、皆さんの“九条の会”が日本中に誕生して活動している盛り上がりも無

視できないからです。 
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